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長崎県長崎市で観察された氷を食べるオオセグロカモメ

およびセグロカモメ

篭島恵介

〒856-8561長崎県大村市古賀島町133-18-2-44

2005年１月から２月にかけて,長崎県長崎市三重の長崎新漁港(32o49,Ｎ，129.39,Ｅ)の駐車場

において,オオセグロカモメＬａﾉY巧効店施agzﾉsとセグロカモメＬ・ａｎｇＥ"zamsが,大量の氷を摂取す

る行動が観察されたので報告する．

この行動が観察された長崎新漁港の年間水揚げ量は,全国１５位を誇る国内でも有数の漁港(農

林水産省統計部2005)であり,市場から廃棄された魚や漁船からの水揚げ作業でこぼれ落ちた魚

などを採餌する，トビ／ＷＷﾉＳｍﾉig7W7S,ハシブトガラスCOrI'ZﾉＳﾉ77aamhJﾉ77助OS,アオサギ′4Ｗｂａ

ｃ"7e/,ｅａの集群が1年を通じて観察され,冬季にはオオセグロカモメ,セグロカモメ,ウミネコL

cnasKgjnos"３Kg,ユリカモメＬ､/３/bｹbz"7.usがこれに加わる．

これら鳥類の観察を2004年11月から2005年４月までの間に月２～3回,計１４回行なった.水揚げ

作業は未明からはじまり,遅くとも昼前には終わる.作業の邪魔にならないよう配慮し,観察は午前

１０時以降から日没までの間に２～3時間行なった.水揚げ作業を行なう岸壁に設置された２つの防

波堤では,オオセグロカモメおよびセグロカモメが多数観察され,その数は12月上旬から増え,300-

1,000羽に及ぶことがあった．

トロ箱の鮮魚を冷やすために,港に隣接する製氷所からダンプカーで運び込まれたクラッシュアイ

スは出荷作業が終わると,余ったものが漁港敷地内の一番奥にある広い駐車場に捨てられる.氷塊

は大きなもので直径lOcmほどであり，多くは３cm未満であった．

氷が多量に捨てられていた2005年１月22日の１５時30分ごろと２月２日の14時30分ごろに,オオ

セグロカモメおよびセグロカモメが10羽以上,集群を作るのが観察された(図１，２)．また,氷の周囲

には,氷を食べ終わった,あるいはこれから食べるための順番待ちと思われる個体が,多数集群を

形成していた．

氷を食べ続ける時間はｌ個体あたり少なくとも１分間以上であった．口の中で溶かすような行動は

みられず,素早く丸飲みしていた.氷の塊同士が付着している場合には,くちばしで突き崩すことも

みられた.時には複数個体がお互いに牽制したりていた.氷を食べる量は個体によってかなり違うよ

うにみえた.観察開始時間までにカモメ類によって氷が食べつくされ,この行動を見逃すことも考え

られるため，実際に氷を食べる頻度はもっと高い可能'性もある.また,同観察期間中にウミネコとユリ
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